
アンケートでの自由意見 （5 〜 7 頁下に掲載、会場別ではありません）

●少し時間が短いようです。

●説明が第三者的で議会としてのアイデンティティが見えない。立場は解るが、共通できるものはあるはず…。

●市民の意見や要望等が出て良かった。

●待機児童解消の予算を求めてください。三木市は小規模保育施設や、保育士給与を増やしたそうです。

●市民病院の受付事務の人達が、頻繁に変わるので、毎月保険証提出時にいちいちこちらが説明しなければならな
い。10年以上毎月病院に行っていますが、あまりにひどい体制だなと思っています。せめて半年１年ぐらい同
じ事務員を配置できないでしょうか。

●市民病院に関する質問が多くなり、広く一般的に市政の話にならなかった。高齢者の出席が多いので、話題が偏っ
てしまった。

アンケートでの自由意見 （5 〜 7 頁下に掲載、会場別ではありません）

●様々な意見が出て、充実した意見交換であった。今後はもっと参加者を増やしていく工夫があればよいと思う。
貴重な資料を情報発信、提供できる意義は大きい。

●出席者の大半が高齢者だったが、働き手世代の参加を呼び掛けて欲しい。

●予算概要については、前年度比較で掲載してはどうかと思います。

● 1人の質問が長く、ポイントが絞れておらず聞きづらい。

●予算審査の報告が中心テーマなので、もう少し内容を詳細に掘り下げた方が、わかりやすいと思います。

●参加者 15名ほどで意見交換が容易であった。この機会を増やして欲しい。

●田植え等の準備が忙しいので、できれば４月中旬までに議会報告等お願いしたい。

地域の中には、中国、ベトナム、ブラジル、インドなどの国籍の方がおられる。子ども
は日本語を話せるが日本語がわからない親への英語以外の対応や対策を、教育面から考
えて欲しい。

参加者

議員
多国籍の子どもに対する教育については、今後どのようにしていくべきか議会の中でも協
議を行っていく。

高齢者に対する支援施策は多くあるが、30代、40代の支援施策はどのようなものがある
のか。若い世代に魅力のある政策をお願いしたい。

参加者

議員
新婚世帯家賃補助、子育て世帯親元近居助成事業など子育て世代を呼び込む取り組みを行っ
ている。保育や教育への支援と併せて雇用の創出にも取り組んでいる。

高齢者運賃助成について、高齢者バス運賃助成特別乗車券は、発行枚数のうち実際に使用
されるのが10％程度だと聞いているが、発行枚数分を事業所に支払いしているのではない
か。有効利用されないなら、補助金を他に使うべきでは。

参加者

議員
事業者は、市民が利用した実績に基づき請求を行い、市は実際に利用された分を支払っ
ている。

議会報告会について、実施回数を増やして欲しい。1箇所での開催でも良いので年4回
にしてはどうか。また、テーマを設定して行ってはどうか。

参加者

議員
議会報告会のあり方については検討しているが、もっと多くの意見を聞くことができるよ
う前向きに取り組んでいきたい。

議員
平成29年度は「三田市子ども・子育て支援事業計画」中間見直しの予定だが、議会とし
ても、待機児童解消に向け取り組んでいく。

待機児童問題について、地域間競争に勝つためにも待機児童数０にする取り組みが必要
だと思うが、今後保育園を増やす計画はないのか。

参加者

伸びゆく三田で認知症対策について掲載されているが、市民病院では専門医がいない。
どのように推進するのか。

参加者

議員
掲載内容は認知症の予防対策であり、市内では兵庫中央病院に「ものわすれ外来」がある。
また、市民病院、兵庫中央病院、済生会病院で連携協定を結び、専門医がいないところは
補い合っている。

4月29日（土） 午後2時～午後4時

有馬富士共生センター
【出席議員】	田中一良／長尾明憲／美藤和広／森本政直
	 佐貫尚子／小山裕久／白井和弥

4月23日（日） 午後2時～午後3時30分

フラワータウン市民センター
【出席議員】	福田秀章／北本節代／厚地弘行
	 國永紀子／大西雅子／多宮健二／佐々木智文
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